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If you Don’t See it, You 
Can’t See it

観み

な
け
れ
ば
見み

え
な
い

Text: SAWAGUCHI Shota
文
ぶん
：澤
さわ
口
ぐち
翔
しょう
太
た

The Yaeyama Islands is the collective 

name for a group of islands located 400 to 

500 kilometers southwest of the main is-

land of Okinawa. They are one of the best 

tropical resorts in Japan, with world-class 

coral reefs, emerald blue seas, and rich na-

ture. In tourist guides, it is introduced in 

such terms.

八
や
重
え
山
やま
諸
しょ
島
とう
は、沖

おき
縄
なわ
本
ほん
島
とう
の南
なん
西
せい
400 ～

500 キ
kilometer
ロメートルの位

い
置
ち
にある島

しまじ々ま
の

総
そう
称
しょう
です。日

に
本
ほん
屈
くっ
指
し
の南
なん
国
ごく
リ

resort
ゾートで、

世
せ
界
かい
有
ゆう
数
すう
の珊
さん
瑚
ご
礁
しょう
、エ

emerald
メラルドブ

blue
ルー

の海
うみ
、豊
ゆた
かな自

し
然
ぜん
。観
かん
光
こう
ガ
guide
イドでは、そ

のような言
こと
葉
ば
で紹
しょう
介
かい
されます。

However, each island offers a unique land-

scape that cannot be captured by clichéd 

phrases. The “lone mangrove” standing 

on the mirror-like surface of the sea, the 

Milky Way filled with stars that seem to 

pour down from the sky, and the “manta 

scramble” where giant rays and manta rays 

gather, are sights that can only be seen by 

confronting the nature of the islands.

しかしそれぞれの島
しま
には、決

き
まり文

もん
句
く

では捉
とら
えきれない数

あま
多
た
のユ

unique
ニークな風

ふう

景
けい
があります。鏡

かがみ
のような海

かい
面
めん
に佇
たたず
む

「一
いっ
本
ぽん
マ

mangrove
ングローブ」や、降

ふ
り注

そそ
いで

くるかのような満
まん
天
てん
の星

ほし
を湛

たた
える天

あま
の

川
がわ
、巨

きょ
大
だい
エイ・マンタが集

あつ
まる「マンタ

ス
scramble
クランブル」など、島

しま
の自

し
然
ぜん
と向

む
き合

あ

って初
はじ
めて見

み
えてくる光

こう
景
けい
です。

 

In this issue of Japan Artist, we introduce 

KITAJIMA Kiyotaka, an island photogra-

pher based on Ishigaki Island, who conveys 

the charm of these islands.

今
こん
回
かい
のジ

Japan
ャパン・ア

artist
ーティストでは、石

いし

垣
がき
島
じま
を拠
きょ
点
てん
にそんな島

しまじ々ま
の魅

み
力
りょく
を発
はっ
信
しん

するア
island
イランド・フ

photographer
ォトグラファー、北

きた

島
じま
清
きよ
隆
たか
さんを紹

しょう
介
かい
します。

© Kitajima Kiyotaka
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より良
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い誌

し
面
めん
にするため、ひらがなタイムズでは皆

みな
様
さま
からのご意

い
見
けん
やご感

かん
想
そう
をお待

ま
ちしております。氏

し
名
めい
、性

せい
別
べつ
、年

ねん
齢
れい
、国

こく
籍
せき
をお書

か
きの上

うえ
、は

がき、または Eメ
mail
ールでお送

おく
りください。読

どく
者
しゃ
プ

present
レゼントをご希

き
望
ぼう
の方

かた
は、郵

ゆう
便
びん
番
ばん
号
ごう
、住
じゅう
所
しょ
、商
しょう
品
ひん
名
めい
、電

でん
話
わ
番
ばん
号
ごう
もお書

か
きください。毎

まい
月
つき

5
いつ

日
か
締
し
め切

き
り。応

おう
募
ぼ
数
すう
の多

おお
い場

ば
合
あい
は抽
ちゅう
選
せん
。結

けっ
果
か
は発

はっ
送
そう
をもってかえさせていただきます。
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KITAJIMA Kiyotaka is a photographer 

based on Ishigaki Island. His photo-

graphs of the beautiful sea, islands, 

and sky have captured the hearts of 

many people on social networking 

services.

北
きた
島
じま
清
きよ
隆
たか
さんは、石

いし
垣
がき
島
じま
を拠
きょ
点
てん
に

活
かつ
動
どう
する写

しゃ
真
しん
家
か
です。彼

かれ
の撮

さつ
影
えい
し

た美
うつく
しい海

うみ
や島
しま
、空
そら
の写
しゃ
真
しん
は、SNS

で多
おお
くの人

ひと
の心
こころ
をとらえています。

 

“I was in the photography club when I 

was in high school, but I never intend-

ed to become a photographer. I love 

surfing, and I joined the photography 

club because we could go to various 

islands as part of our club activities. 

I joined the windsurfing club at uni-

versity and devoted myself to marine 

sports.”

「高
こう
校
こう
生
せい
の頃

ころ
は写

しゃ
真
しん
部
ぶ
でしたが、

写
しゃ
真
しん
家
か
になるつもりはありませんで

した。サ
surfing
ーフィンが好

す
きで、写

しゃ
真
しん
部
ぶ

に入
はい
ったのも部

ぶ
活
かつ
動
どう
の一

いっ
環
かん
でいろ

いろな島
しま
に行

い
けるからです。大

だい
学
がく
で

はウ
windsurfing

インドサーフィン部
ぶ
に入

はい
って、

マ
marine
リンス

sports
ポーツに打

う
ち込

こ
んでいまし

た」。

 

“I love the sea and decided to spend 

my summer vacation working part-

time in Okinawa. All I could think 

about was going to Okinawa, and I 

visited Kohama Island in the Yaeyama 

Islands without knowing the destina-

tion in detail.”

「とにかく海
うみ
が好

す
きで、夏

なつ
休
やす
みは沖

おき

縄
なわ
でアルバイトすると決

き
めていまし

た。沖
おき
縄
なわ
に行

い
くことしか頭

あたま
になく、

目
もく
的
てき
地
ち
も詳

くわ
しく知

し
らないまま訪

おとず
れ

たのが、八
や
重
え
山
やま
諸
しょ
島
とう
の小

こ
浜
はま
島
じま
だっ

たんです」。

 

“At the time, Japan was in the midst 

of a bubble economy, and I was in the 

middle of it while attending university 

in Shibuya, Tokyo. It was a time when 

not only Kohama Island but also the 

Yaeyama Islands themselves were not 

as well known as they are now. There 

were some very cool people in the area 

I visited with zero prior knowledge,” 

he said.

「当
とう
時
じ
はバ

bubble
ブルの時

じ
代
だい
で日

に
本
ほん
中

じゅう

が浮
う
かれていて、渋

しぶ
谷
や
（東
とう
京
きょう
都
と
）

の大
だい
学
がく
に通
かよ
っていた僕

ぼく
はその真

ま
っ只
ただ

中
なか
にいました。小

こ
浜
はま
島
じま
だけでなく、

八
や
重
え
山
やま
諸
しょ
島
とう
自
じ
体
たい
、今

いま
ほど知

し
られて

いない頃
ころ
です。予

よ
備
び
知
ち
識
しき
ゼ
zero
ロで訪

おとず
れ

た土
と
地
ち
には、すごくかっこいい人

ひと
たち

がいました」。

 

“They were the kind of people who 

didn’t have a watch, knew the time 

by looking at the sky, and guessed the 

weather by looking at the sea. Their 

way of life seemed very human to me. 

It made me realize how much I had 

been caught up in the pretense of 

things.”
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「時
と
計
けい
を持

も
たず空

そら
を見

み
て時

じ
間
かん
を知

し
り、

海
うみ
を見

み
て先

さき
の天

てん
気
き
を当

あ
てるような人

ひと
た

ちです。僕
ぼく
には彼

かれ
らの生

い
き方

かた
が、とても

人
にん
間
げん
らしく感

かん
じられました。自

じ
分
ぶん
がどれ

ほど見
み
せかけの物

もの
事
ごと
にとらわれていたの

か、気
き
づかされたように思

おも
ったんです」。

 

Through his part-time job as a marine 

spor ts instr uctor at a hotel ,  K it ajima 

learned many things necessary for life on 

the island. After that, while traveling back 

and forth between Okinawa and Tokyo, he 

acquired qualifications such as a national 

professional scuba diver’s license and a diver 

license, as well as a first-class ship license. 

After graduating from university, he worked 

at a hotel where he had a part-time job.

北
きた
島
じま
さんは、ホ

hotel
テルでのマリンスポーツ

・イ
instructor

ンストラクターのアルバイトを通
とお
して、

島
しま
での生

せい
活
かつ
に必
ひつ
要
よう
なさまざまなことを学

まな

びました。その後
ご
は沖
おき
縄
なわ
と東
とう
京
きょう
を行

い
き来

き

しながら、潜
せん
水
すい
士
し
やダ

diver
イバーラ

license
イセンス

などの資
し
格
かく
や 1級

きゅう
船
せん
舶
ぱく
免
めん
許
きょ
を取

しゅ
得
とく
。大

だい

学
がく
卒
そつ
業
ぎょう
後
ご
は、アルバイト先

さき
のホテルに就

しゅう

職
しょく
します。

 

“What was a miscalculation was that a 

university graduate was treated as a cadet. 

I continued spending my time in the ocean 

only on my days off while traveling to vari-

ous departments. One day, I came across a 

large manta ray while diving and thought, 

‘I want to photograph it.’ From there, I 

started taking underwater photos with my 

handheld SLR camera.”

「誤
ご
算
さん
だったのは、大

だい
卒
そつ
者
しゃ
が幹

かん
部
ぶ
候
こう
補
ほ

生
せい
として扱

あつか
われたことです。いろいろな

部
ぶ
署
しょ
を回
まわ
りながら、休

やす
みの日

ひ
にだけ海

うみ
に

入
はい
る生
せい
活
かつ
が続
つづ
きました。ある時

とき
、ダイビン

グ中
ちゅう
に大
おお
きいマンタに出

で
会
あ
って、『撮

と
りた

い』と思
おも
いました。そこから手

て
持
も
ちの一

いち
眼
がん

レ
leflex
フで水

すい
中
ちゅう
写
しゃ
真
しん
を撮

と
るようになったん

です」。

 

“The SLR was a gift from my father when I 

was in high school. The knowledge of devel-

oping film that I gained in the photography 

club was also useful. Eventually, auto-focus 

cameras became popular, and I became 

more and more obsessed with cameras.”

「その一
いち
眼
がん
レフは、高

こう
校
こう
の時
とき
に親
おや
父
じ
から

もらったものでした。写
しゃ
真
しん
部
ぶ
で得

え
た現
げん
像
ぞう
の

知
ち
識
しき
も役
やく
に立

た
ちました。そのうちにオ

auto
ート

フ
focus
ォーカスカ

camera
メラが流

は
行
や
り出

だ
して、どんど

んカメラに夢
む
中
ちゅう
になっていきました」。

 

Kitajima’s photographs were so highly 

acclaimed that he won awards in several 

contests even back then. His skills were 

eventually put to good use in hotel work.

北
きた
島
じま
さんの写

しゃ
真
しん
は、当

とう
時
じ
からいくつもの

コ
contest
ンテストで受

じゅ
賞
しょう
を果

は
たすほど高

たか
く評
ひょう
価
か

されていました。その技
ぎ
術
じゅつ
は、やがてホテ

ルの仕
し
事
ごと
でも活

い
かされるようになります。

 

“At the time, I often coordinated with 

advertising agencies that came from the 

mainland to take photos. But no matter 

how beautiful the island was, it was impos-

sible to take good pictures if the weather 

was bad. So I took and provided my own 

photos. That caught the attention of travel 

agencies and airlines, and the number of 

photos used increased,” he says.

「当
とう
時
じ
、内
ない
地
ち
から撮

さつ
影
えい
に来

く
る広
こう
告
こく
代
だい
理
り
店
てん

のコ
cordinate

ーディネートをすることがよくありまし

た。でも、天
てん
気
き
が悪
わる
いと、島

しま
がいくらきれ

いでも良
よ
い写
しゃ
真
しん
は撮

と
れません。だから、自

じ

分
ぶん
で写
しゃ
真
しん
を撮

と
って提

てい
供
きょう
していました。それ

が旅
りょ
行
こう
会
がい
社
しゃ
や航
こう
空
くう
会
がい
社
しゃ
の目

め
に留

と
まって、

写
しゃ
真
しん
の貸

か
し出

だ
しが増

ふ
えていったんです」。
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In the meantime, the NHK drama “Churasan” (2001), set on Kohama Is-

land, became a big hit. A fan book and other materials were produced, and 

as a result, more and more people began to call on me, who had been taking 

pictures of the island for some time. Gradually, my awareness changed, and 

although I already had a family at the time, I became an independent pho-

tographer.

「そのうちに、小
こ
浜
はま
島
じま
を舞

ぶ
台
たい
にした NHKド

drama
ラマ『ちゅらさん』（2001

年
ねん
）が大

だい
ヒ

hit
ットしました。フ

fan
ァンブ

book
ックなども作

つく
られ、その流

なが
れで、島

しま

を撮
と
り続
つづ
けていた僕

ぼく
に声
こえ
がかかることも増

ふ
えました。次

し
第
だい
に意

い
識
しき
が変

か

わっていき、当
とう
時
じ
すでに家

か
族
ぞく
もいたのですが、カ

cameraman
メラマンとして独

どく
立
りつ
し

た形
かたち
です」。

Kitajima has now moved to Ishigaki Island, where he has been active in 

holding solo exhibitions and publishing photo books. His recently pub-

lished photo book on Ishigaki Island is also well received.

北
きた
島
じま
さんは、現

げん
在
ざい
は石
いし
垣
がき
島
じま
に移

い
住
じゅう
し、個

こ
展
てん
を開
ひら
いたり

写
しゃ
真
しん
集
しゅう
を出
しゅっ
版
ぱん
したり、精

せい
力
りょく
的
てき
に活
かつ
動
どう
。直
ちょっ
近
きん
で出

だ
した

石
いし
垣
がき
島
じま
をテ

theme
ーマにした写

しゃ
真
しん
集
しゅう
も好
こう
評
ひょう
です。

 

“I have lived near the sea all my life. I always respect the 

ocean as if it were a school. When I go into the water, I 

know that it is an existence that I can never compete with, 

and I feel like I am allowed to play when the ocean is in a 

good mood.”

「ずっと海
うみ
の近
ちか
くで生

い
きてきました。僕

ぼく
は、海

うみ
を学
がっ
校
こう

だと思
おも
って常

つね
にリ

respect
スペクトしています。海

うみ
に入
はい
る時
とき
も、

絶
ぜっ
対
たい
に敵
かな
わない存

そん
在
ざい
だとわきまえて、海

うみ
の機

き
嫌
げん
の良

よ
い

時
とき
に遊
あそ
ばせてもらっている気

き
持
も
ちでいます」。

 

“When I do, sometimes I get incredible views. It took me 

10 years to photograph a humpback whale jumping with 

the setting sun on its back; in 2017 I even photographed a 

rainbow over a starry sky.”

「そうすると、たまに信
しん
じられない景

け
色
しき
を見

み
せてくれる

んです。夕
ゆう
日
ひ
を背

せ
負
お
ってジ

jump
ャンプするザトウクジラを、

10年
ねん
かかって撮

と
りました。2017年

ねん
には、星

ほし
空
ぞら
にかかる

虹
にじ
を撮
さつ
影
えい
したこともあります」。

 

A rainbow at night is called a “moonbow” because it ap-

pears when moonlight reflects off moisture in the air. Even 

in the Hawaiian Islands, where it is said to occur most 

frequently, it is a rare phenomenon that is said to bring 

happiness when seen. Kitajima thought, “If I can see it in 

Hawaii, I must be able to see it in Ishigaki Island,” and was 

looking for a shutter chance.
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夜
よる
の虹

にじ
は、月

つき
の光
ひかり
が空
くう
気
き
中
ちゅう
の水
すい
分
ぶん
に反
はん

射
しゃ
して現

あらわ
れることから「月

げっ
虹
こう
」と呼

よ
ばれま

す。発
はっ
生
せい
しやすいとされるハ

Hawaii
ワイ諸

しょ
島
とう
で

も、「見
み
ると幸

しあわ
せが訪

おとず
れる」と言

い
われる珍

めずら

しい現
げん
象
しょう
です。北

きた
島
じま
さんは「ハワイで見

み

られるなら石
いし
垣
がき
島
じま
でも見

み
られるに違

ちが
いな

い」と考
かんが
え、シ

shutter
ャッターチ

chance
ャンスを狙

ねら
って

いたそうです。

 

“I think that gratitude and respect are the 

せん。仕
し
事
ごと
で何

なに
かス

stress
トレスがあっても、

海
うみ
が癒

い
やしてくれる。そんな気

き
持
も
ちで、気

き

楽
らく
にやっています」。

 

Recently, he has become obsessed with pho-

tographing rainbows, and when he senses a 

sign of a rainbow from the sky or wind, he 

goes out with his camera.

最
さい
近
きん
は虹
にじ
の撮
さつ
影
えい
に凝

こ
っていて、空

そら
模
も
様
よう
や

風
かぜ
から虹

にじ
の気

け
配
はい
を察
さっ
知
ち
すると、カメラを

持
も
って出

で
かけていくそうです。

 

Kitajima’s way of living without greed and 

with respect for nature conveys the pre-

ciousness of living in harmony with nature, 

just like the people of Kohama Island that 

inspired him in his career.

多
おお
くを欲

ほっ
さず、自

し
然
ぜん
に敬
けい
意
い
を払
はら
って生

い
き

る北
きた
島
じま
さんの姿

すがた
は、彼

かれ
のキ

career
ャリアのき

っかけとなった小
こ
浜
はま
島
じま
の人
ひとび々と

と同
おな
じよう

に、自
し
然
ぜん
と当

あ
たり前

まえ
に共
きょう
生
せい
することの尊

とうと

さを伝
つた
えてくれます。

same in both marine sports and photog-

raphy. Rather than taking pictures, I feel 

that I am being allowed to take pictures. 

Perhaps it is because of the location of Oki-

nawa. Whenever I am stressed at work, the 

ocean heals me. I take it easy with that kind 

of feeling.”

「感
かん
謝
しゃ
とリスペクトはマリンスポーツでも

写
しゃ
真
しん
でも同

おな
じです。撮

と
っているというよ

り、撮
と
らせてもらっているという感

かん
覚
かく
で

す。沖
おき
縄
なわ
という土

と
地
ち
柄
がら
もあるかもしれま

www.okinawa-island.photos 
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News Review  ニュースから学
まな

ぶ

The Historical Pipe Organ
でんとう の パ

ぱ い ぷ お る が ん
イプオルガン English+

Japanese
English Japanese

2. Mitsukoshi is a department store celebrating its 350th an-
niversary.

4. It has been restored several times, but its aging has made it 
difficult to play.

5. The major repairs that have been carried out since Febru-
ary of this year have been completed, and the organ resumed 
playing in September.

3. The pipe organ in the Nihonbashi Mitsukoshi main store 
was imported from the United States in 1930.

1. In September, a special concert was held at the Nihonbashi 
Mitsukoshi main store, a department store in Tokyo, to com-
memorate the resumption of pipe organ performances.

ことし               2
に

がつ          から                おこなって きた 

だいきぼな       しゅうり が            おわり、            9
く

 がつ

から            えんそう が             さいかい されて い ます。

みつこし は             そうぎょう        3
さんびゃくごじゅっ

50     しゅうねん を

むかえる            ひゃっかてん          です。 

9
く

 がつ             に、               とうきょう                      に ある        

ひゃっかてん の    にほんばし みつこし ほんてん    で、     

パ
ぱ い ぷ

イプ オ
お る が ん

ルガン                  えんそう さいかい きねん の   

とくべつ えんそうかい が          かいさい され ました。

これまで も     なんどか      しゅうふく されて きました

が、                      ろうきゅうか で                     えんそう が

むずかしく なって い ました。

にほんばし みつこし ほんてん                                 に ある 

パ
ぱ い ぷ

イプ オ
お る が ん

ルガン は、                 1
せんきゅうひゃくさんじゅう

930           ねん             に

ア
あ め り か

メリカ               から             ゆにゅう され ました。

写真提供：株式会社三越伊勢丹

 September                in                                    Tokyo                                                 in       

       a department store                 the Nihonbashi Mitsukoshi main store             at      

            pipe organ                         to commemorate the resumption of performances

                   a special concert                                                     was held  

     Mitsukoshi                                      its three hundred fifty-th anniversary

 celebrating                   a department store                      is

 of this year                  February                since                  that have been carried out 

      the major                          repairs            have been completed and       September

   in                                 playing                                        (the organ) resumed

                                      several times                           it has been restored

but                                                   its aging                                                     to play

                   has made it difficult 

        the Nihonbashi Mitsukoshi main store                                                           in

          the pipe organ                                          nineteen thirty [year]                         in

 the United States               from                                  was imported 

ku  gatsu                     ni,                                  toukyou                                        ni      aru     

        hyakkatenn           no            nihonnbashi          mitsukoshi         honntenn            de, 

     paipu         orugann                                      ennsou              saikai            kinenn      no 

    tokubetsu              ennsoukai            ga                        kaisai          sare      mashita. 

  mitsukoshi       ha                          sougyou             sannbyakugoju       sshuu nenn      wo 

    mukaeru                              hyakkatenn                         desu.     

   koremade      mo           nanndo   ka                  shuufuku             sarete       ki   mashita

ga,                                              roukyuuka           de                                    ennsou       ga

    muzukashiku          natte         i      mashita.

     nihonnbashi          mitsukoshi        honntenn                                                   ni      aru

    paipu           orugann        ha,                sennkyuuhyaku sannjuu     nenn                     ni

    amerika                             kara                           yunyuu          sare      mashita.

  kotoshi                        ni    gatsu                 kara                                 okonatte            kita

      daikibona                         shuuri         ga                      owari,                         ku   gatsu

  kara                         ennsou        ga                            aikai            sarete        i     masu.          

伝統のパイプオルガン

9 月に、東京にある百貨店の日本橋三越本店で、パイプオルガン演奏再開記念の特別演奏会が開催されました。
三越は創業 350 周年を迎える百貨店です。
日本橋三越本店にあるパイプオルガンは、1930 年にアメリカから輸入されました。
これまでも何度か修復されてきましたが、老朽化で演奏が難しくなっていました。
今年 2 月から行ってきた大規模な修理が終わり、9 月から演奏が再開されています。

“Try Standard Japanese Reading!”　通常の日本語を読んでみよう！

https://hiraganatimes.com/audio/2023/11/010.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2023/11/e-010.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2023/11/j-010.mp3
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Pros and Cons 賛
さん

否
ぴ

両
りょう

論
ろん

English+
Japanese

English Japanese
Agitators and puppets on the release of treated water 
from nuclear power plants
原
げん

発
ぱつ

処
しょ

理
り

水
すい

放
ほう

出
しゅつ

をあおる人
ひと

、踊
おど

らされる人
ひと

3 .  How e v e r,  C h i n a  re p l a c e d  “t re at e d  w at e r”  w i t h 
“contaminated water,” condemning the practice as “extremely 
dangerous” and banning seafood imports from Japan.

4. When this news was reported, stones and eggs were thrown 
at the Japanese embassy and Japanese language schools in 
China, and phone calls were flooded with protests.

2. Upon the release, the Japanese government confirmed the 
safety of the nuclear power plant with the IAEA, a United 
Nations agency with a high level of expertise in nuclear 
power. IAEA checks will continue after the release.

しかし、          中
ちゅう

国
ごく

 は                 「処
しょ

理
り

水
すい

」          を 

「汚
お

染
せん

水
すい

」 と              言
い

い 換
か

え、            「非
ひ

常
じょう

 に 

危
き

険
けん

な 行
こう

為
い

」 と                     非
ひ

難
なん

。                      日
に

本
ほん

から の    海
かい

産
さん

物
ぶつ

 の     輸
ゆ

入
にゅう

 を      禁
きん

止
し

 し ました。

1. Since the nuclear accident at Fukushima, water containing 
radioactive materials has been stored on the grounds of the 
Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant, but in September 
2023, that water was diluted to below standard levels and 
purified and then began to be released into the ocean after 
meeting safety standards.

福
ふく

島
しま

                  での                原
げん

発
ぱつ

事
じ

故
こ

           以
い

降
こう

、 

放
ほう

射
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

 を                       含
ふく

む                     水
みず

 は    

福
ふく

島
しま

第
だい

一
いち

原
げん

発
ぱつ

 の                        敷
しき

地
ち

内
ない

              で 

保
ほ

管
かん

 されて き ました     が、               2
にせんにじゅうさん

023      年
ねん

  

9
く

月
がつ

           から              その 水
みず

 を               基
き

準
じゅん

値
ち

    

以
い

下
か

 に                       薄
うす

めて                        浄
じょう

化
か

 し、

安
あん

全
ぜん

基
き

準
じゅん

 を              満
み

たした 上
うえ

 で                 海
うみ

    

へ の       放
ほう

出
しゅつ

 を         開
かい

始
し

 し ました。

この ニ
に ゅ ー す

ュース が     伝
つた

わる        と、    中
ちゅう

国
ごく

      では 

日
に

本
ほん

大
たい

使
し

館
かん

                    や           日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

 など に 

石
いし

             や              卵
たまご

 が               投
な

げ 込
こ

まれ たり、 

抗
こう

議
ぎ

 の                      電
でん

話
わ

 が          殺
さっ

到
とう

 し ました。

5. Research reports indicate that the concentration of treated 
water from Japanese nuclear power plants is lower than that 
in China.

調
ちょう

査
さ

報
ほう

告
こく

                   に よる と、        日
に

本
ほん

           の 

原
げん

発
ぱつ

                     処
しょ

理
り

水
すい

        の      濃
のう

度
ど

 は      中
ちゅう

国
ごく

 

の      それ より      低
ひく

い と 言
い

われて い ます。

放
ほう

出
しゅつ

 に あたり      政
せい

府
ふ

 は、    原
げん

子
し

力
りょく

 に ついて

高
たか

い                専
せん

門
もん

性
せい

 を          持
も

つ              国
こく

連
れん

機
き

関
かん

    

     I
アイエーイーエー

AEA                   に                                        安
あん

全
ぜん

性
せい

 を 

確
かく

認
にん

 し ました。               I
アイエーイーエー

AEA の            チ
ち ぇ っ く

ェック は  

放
ほう

出
しゅつ

            後
ご

 も           行
おこな

われ ます。

research reports                                indicate that                  Japanese            from 

nuclear power plants     treated water          of      the concentration        China  

 in                    than                                          is lower that

  however                            China                                    treated water                with     

contaminated water                            replaced                                       extremely

       dangerous                              condemning the practice as              (and) Japan  

     from                  seafood                     imports                            banning 

       upon the release      the Japanese government           in nuclear power

a high level of               expertise                        with        a United Nations agency   

     the IAEA                           with                the safety of (the nuclear power plant)       

          confirmed                                            IAEA                                       checks     

the release               after                        will continue

Fukushima                         at                      the nuclear accident             since 

 radioactive materials                                   containing                         water     

 the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant       the grounds of                on

               has been stored                        but           twenty twenty-three [year]

September            in                            that water                        standard levels   

    below                                    was diluted                      and purified and then    

   safety standards                                 after meeting                        the ocean    

   into             to be released                           began         

           this news                     was reported         when              China                 in

(at) the Japanese embassy                 and                   Japanese language schools

stones            and                        eggs                                       were thrown  

 and with protests                   phone calls                       were flooded 

   shikasi,                        chuugoku   ha                                 “shori’sui”                     wo 

        “osennsui”         to                          ii          kae,                                 “hijou         ni   

kikennna         koui”          to                               hinann.                                      nihonn    

 kara      no      kaisann’butsu  no          yunyuu      wo          kinnshi   shi     mashita.

 chousa’houkoku                                    ni youru to,                     nihonn                   no   

gennpatsu                             shori’sui                no            noudo ha             chuugoku 

no               sore yori                              hikui to iwarete i masu. 

houshutsu    ni       atari                   seifu    ha,            gennshiryoku      ni        tsuite  

 takai                         sennmonn’sei wo                 motsu                     kokurenn’kikann 

         IAES                               ni                                                         annzenn’sei    wo    

kakuninn  shi    mashita.                                IAEA     no                        chekku         ha   

houshutsu                   go  mo                 okonaware   masu. 

fukushima                        deno                          gennpatsu’jiko                     ikou,

 houshasei’busshitsu    wo                                 fukumu                             mizu  ha  

fukushima daiichi gennpatsu no                                  shikichi’nai                      de 

hokann       sarete      ki      mashita            ga,                   nisenn nijuu sann nenn 

ku gatsu              kara                         sono   mizu  wo                           kijunn’chi 

   ika       ni                                    usumete                                        jouka     shi,  

 annzenn’kijunn        wo                         mitashita        ue    de                         umi     

 he   no          houshutsu     wo              kaishi     shi     mashita.

        kono nyu-su ga                     tsutawaru             to,              chuugoku           deha   

  nihonn’taishikann                                ya                         nihongo’gakkou nado ni  

ishi                    ya                     tamago ga                               nage komare tari,  

   kougi no                                   dennwa ga                       sattou shi mashita.

https://hiraganatimes.com/audio/2023/11/014-015.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2023/11/e-014-015.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2023/11/j-014-015.mp3
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Nihongo Spirit, Leading Article / 日
に

本
ほん

語
ご

道
どう

 社
しゃ

説
せつ

Nihongodo and Bushido
日

に
本
ほん

語
ご

道
どう

と武
ぶ

士
し

道
どう

1. “Bushido,” written in English in 1899 by NITOBE Inazo, 
whose portrait was featured on Japanese bills, became an 
international bestseller.

3. In Bushido, reason and loyalty take precedence; when push 
comes to shove, one is willing to sacrifice oneself.

日
に

本
ほん

 の        お札
さつ

 の          肖
しょう

像
ぞう

画
が

           にも なった

新
に

渡
と

戸
べ

 稲
いな

造
ぞう

         が                          1
せんはっぴゃくきゅうじゅうきゅう

899                年
ねん

に        英
えい

文
ぶん

           で         書
か

いた        「武
ぶ

士
し

道
どう

」 は、

世
せ

界
かい

的
てき

 ベ
べ

ス
す

ト
と

 セ
せ ら ー

ラー に          なり ました。

武
ぶ

士
し

道
どう

            では           道
どう

理
り

          と           忠
ちゅう

節
せつ

 を

最
もっと

 も 重
じゅう

要
よう

 と し、                           いざ と なれ ば 

自
みずか

ら を                  犠
ぎ

牲
せい

 に し ます。

主
しゅ

君
くん

 の 仇
かたき

 を 打
う

ち        切
せっ

腹
ぷく

 した          赤
あ こ う

穂浪
ろう

士
し

、 

国
くに

 を               守
まも

る ため              敵
てき

 の 軍
ぐん

艦
かん

              に       

飛
ひ

行
こう

機
き

 で           体
たい

当
あ

たり した              特
とっ

攻
こう

隊
たい

員
いん

 が

わかり やすい            例
れい

           です。

日
に

本
ほん

                                    では、                              大
たい

義
ぎ

    

の ため に                        潔
いさぎよ

く 命
いのち

 を 捨
す

てる こと が          

美
び

学
がく

 と されて き ました。

「武
ぶ

士
し

道
どう

」 は         日
に

本
ほん

人
じん

      の           道
どう

徳
とく

規
き

範
はん

 の 

根
こん

本
ぽん

 を                         論
ろん

じた                  本
ほん

          です。 

宗
しゅう

教
きょう

的
てき

 規
き

範
はん

 を           記
しる

した           聖
せい

書
しょ

           や 

コ
こ ー ら ん

ーラン              と 違
ちが

い、               武
ぶ

士
し

 の     教
おし

え を

発
はっ

展
てん

 させた           道
どう

徳
とく

体
たい

系
けい

 と              禅
ぜん

             の 

教
おし

え を                                                       説
と

いて おり、

まさ に                 日
に

本
ほん

人
じん

              の               精
せい

神
しん

的
てき

な 

支
し

柱
ちゅう

 と なる もの です。

5. In Japan, sacrificing one’s life for a just cause has long been 
considered a respectable conduct.

4. The Akou-roushi, who committed harakiri  (ritual self-
killing) to avenge their lord’s death, and the kamikaze pilots 
who rammed their planes into enemy warships to protect 
their country are clear examples.

2. Bushido is a book that delves into the core principles of 
the Japanese moral code. Unlike the Bible and the Koran, 
which outline religious norms, it expounds on a moral system 
derived from the teachings of the samurai and the wisdom 
of Zen, which are truly the spiritual pillars of the Japanese 
people.

           Bushido                        the Japanese        of                         moral code

the core principles               that delves into                   a book                 is 

        religious norms                            which outline             the Bible             and

   the Koran                            unlike                                     the samurai 

       derived                                 a moral system                           Zen                  of      

from the teachings of and the wisdom                                it expounds on

which are truly        the Japanese people             of                         the spiritual  

                        pillars

  to avenge their lord's death         who committed harakiri       the Akou-roushi

their country                 to protect                         enemy warships                    into   

their planes                              who rammed                      and the Kamikaze pilots     

            clear                              examples            are 

 Bushido                          in                     reason             and                       loyalty 

           take precedence                                                 when push comes to shove    

    one                               is willing to sacrifice oneself

 Japan                                                         in                                            a just cause         

            for                                                                      sacrificing one’s life                  

has long been considered a respectable conduct

on Japanese                 bills                    whose portrait                  was featured

    Nitobe Inazo                     by                           eighteen ninety-nine         [year]

 in             English                 in                  written                        Bushido        

           an international bestseller                                 became

 nihonn   no              osatsu  no                   shouzou’ga                   nimo         natta 

     nitobe      inazou               ga                      ennhappaku kyuujuukyuu           nenn 

 ni              eibunn                  de                   kaita                       “bushidou”         ha,

   sekaiteki        besuto           sera-       ni                   nari       mashita.

 bushidou                      deha                    douri                 to                   chuusetsu  wo 

motto   mo      juuyou      to     shi,                                              iza       to      nare    ba

mizukara wo                            gisei      ni    shi    masu.

 nihonn                                                     deha,                                                   taigi      

 no    tame     ni                                   isagiyoku    inochi   wo       suteru       koto    ga   

 bigaku    to       sarete       ki      mashita.

shukunn  no    kataki   wo    uchi              seppuku     shita                    akou’roushi, 

kuni  wo                     manoru    tame                      teki   no gunnakann                   ni   

    hikouki      de                         taiatari          shita                          tokkou’taiinn      ga   

   wakari           yasui                      rei                    desu.

      “bushidou”         ha,               nihonnjinn           no                  doutoku’kihann    no 

konnponn wo                                     ronnjita                            honn                desu.

  shuukyou’teki       kihann    wo                  shirushita                  seisho                  ya 

     ko-rann                            to    chigai,                             bushi    no          oshie   wo

 hattenn      saseta                       doutoku’taikei      to                    zenn                  no     

 oshie    wo                                                                                    toite         ori, 

  masa    ni                           nihonnjinn                      no                       seishinn’tekina 

 shichuu      to     naru      mono     desu.  
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Nihongodo Practice 日
に

本
ほん

語
ご

道
どう

稽
けい

古
こ

English+
Japanese

English Japanese
Bushi no Nasake (Samurai’ s Mercy)
武
ぶ

士
し

の情
なさ

け

1. Samurai who fight for life and death must be cold-blooded 
toward their enemies. Because they value the way of death 
and determined to be graceful in their actions. On the other 
hand, they have a mind of mercy for their opponents.

4. The Heike panicked and fled toward the sea. KUMAGAI 
Naozane of the Genji, known for his bravery, spotted a Heike 
warrior galloping along the surf and challenged him to single 
combat.2. Japan has experienced a number of major civil wars. 

One of the most significant civil wars was the struggle for 
supremacy between the Genji and the Heike of the rising 
samurai military.

3. The Genji, led by MINAMOTO no Yoshitsune, the general 
of the Genji, ran down the steep cliffs and surprised the 
Heike who were encamped near the coast.

生
せい

死
し

 を 分
わ

けて            戦
たたか

う              武
ぶ

士
し

 は              敵
てき

 に      

対
たい

 して                 冷
れい

血
けつ

 に            ならざる を 得
え

ません。

潔
いさぎよ

さ を                          美
び

徳
とく

 と し、               死
し

に 方
かた

 を    

大
たい

切
せつ

 に する から です。                          その 一
いっ

方
ぽう

 で、

戦
たたか

う 相
あい

手
て

                 への                  慈
じ

悲
ひ

 の            心
こころ

 も

持
も

って い ます。

平
へい

家
け

 軍
ぐん

 は         あわて ふためき         海
うみ

 の         方
ほう

面
めん

 へ

逃
に

げ 出
だ

し ます。       源
げん

氏
じ

       の              勇
も

猛
さ

            と して      

知
し

られる      武
ぶ

将
しょう

、      熊
くま

谷
がい

 直
なお

実
ざね

 は、    波
なみ

 打
う

ち 際
ぎわ

 を

馬
うま

 で 駆
か

ける           平
へい

家
け

 の            武
む

者
しゃ

 を               見
み

つけ、

一
いっ

騎
き

打
う

ち          を           挑
いど

み ます。

日
に

本
ほん

 では       大
おお

きな 内
ない

乱
らん

 が      何
なん

度
ど

 も      起
お

き ました。

中
なか

 でも、      特
とく

に               大
おお

きな         内
ない

乱
らん

 の     一
ひと

つ が、

台
たい

頭
とう

 して きた                   武
ぶ

家
け

 の                 源
げん

氏
じ

              と

平
へい

家
け

                       の                  覇
は

権
けん

 争
あらそ

い                  でした。

源
げん

氏
じ

               の               総
そう

大
だい

将
しょう

、           源
みなもとの

 義
よし

経
つね

 が

率
ひき

 いる                      源
げん

氏
じ

 軍
ぐん

 は              険
けわ

しい           崖
がけ

 を

駆
か

け 下
お

り、      海
かい

岸
がん

         付
ふ

近
きん

 に         陣
じん

 を 敷
し

いて いた

平
へい

家
け

 軍
ぐん

 に             奇
き

襲
しゅう

 を かけ ます。

      life and death                     fight for              samurai who      their enemies 

  toward                        cold-blooded                                    must be    

(and) determined          to be graceful in their actions          the way of death     

          because they value                                                      on the other hand     

their opponents                       for                          of mercy                    a mind  

         they have

         Japan                    major civil wars           a number of        has experienced

       of                    the most               significant              civil wars          the one

               rising                            the samurai military            the Genji                and     

the Heike                   between          for supremacy struggle                       was

the Genji                of                      the general                 Minamoto no Yoshitsune

   led by                                      the Genji                           the steep                cliffs    

ran down and          the coast                near                        who were encamped   

    the Heike                                      surprised

   the Heike                             panicked and                   the sea                 toward 

            fled                              the Genji        of              his bravery                  for  

     known           a warrior            Kumagai Naozane                       along the surf         

       galloping                            Heike                     a warrior                  spotted and  

   single combat         to             challenged him

seishi     wo    wakete                 tatakau                    bushi   ha                   teki   ni      

tai     shite                        reiketsu    ni                    narazaru      wo     emasenn. 

isagiyosa  wo                                  bitoku    to    shi,                         shini   kata  wo      

taisetsu    ni    suru      kara     desu.                                        sono     ippou     de,      

tatakau     aite                          heno                           jihi     no                kokoro  wo  

   motte        i    masu.

nihonn    deha            ookina      nairann   ga        nanndo  mo          oki        mashita

naka demo,             tokuni                       ookina               nairann   no       hitotsu  ga

 taitou       shite     kita                            buke   no                        gennji                    to

heike                                no                        hakenn   arasoi                           deshita   

 heike   gunn ha                awate        hutameki                umi  no            houmenn  he

 nige   dashi     masu.                gennji           no                   mosa                  to   shite  

   shirareru           busyou               kumagai  naozane  ha,             namiuchi    giwa wo

uma  de    kakeru                   heike    no                 musha   wo                     mitsuke,

    ikkiuchi                    wo               idomi    masu. 

 genji                       no                     soudaisyou,                 minamotono yoshitsune ga

hiki      iru                                gennji   gunn ha                    kawashii               gake wo

 kake      ori,                kaigann              hukinn    ni             jinn  wo     shiite          ita

 heikeunn       ni                  gunnsyuu   wo   kake    masu.

https://hiraganatimes.com/audio/2023/11/018-021.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2023/11/e-018-021.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2023/11/j-018-021.mp3
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5.Naozane thought that he must be a famous warlord because 
of his fine armor and the gold-encrusted sword he carried.

6. Naozane immediately pushed the warrior down, mounted 
him, and stripped off his helmet. To his surprise, the warrior 
was a young man about the age of his own son.

立
りっ

派
ぱ

な 武
ぶ

具
ぐ

 を 身
み

 に まとい、                    黄
おう

金
ごん

 尽
づ

くし の

太
た

刀
ち

 を          携
たずさ

えて いた こと           から、        名
な

 の ある

武
む

者
しゃ

 に          違
ちが

い ない      と、   直
なお

実
ざね

 は       思
おも

い ます。

若
わか

武
む

者
しゃ

 は            平
へい

家
け

          の      貴
き

公
こう

子
し

、   平
たいらの

 敦
あつ

盛
もり

でした。      若
わか

者
もの

 は           名
な

乗
の

ら ず、          「 戦
いくさ

           で

死
し

ぬ      のは        武
ぶ

士
し

 の          本
ほん

望
もう

。      私
わたし

 の         首
くび

 を

取
と

れ ば             大
おお

きな             戦
せん

功
こう

               に なる だろう」 

と 言
い

い ました。

8. The young warrior was TAIRA no Atsumori, a noble son of 
the Heike clan. The young man, who did not give his name, 
said, “It is a samurai’s true desire to die in battle. If you take 
my head, it will be a great war achievement.

9. On this particular morning, Naozane was upset because of 
his son’s injury. He understands It is painfully obvious how 
sad parents would be if this young man lost his life.

直
なお

実
ざね

 は              すぐ に             武
む

者
しゃ

 を             押
お

し 倒
たお

して   

馬
うま

 乗
の

り に なり、                 兜
かぶと

 を                   はぎ ました。 

驚
おどろ

く こと に、   その 武
む

者
しゃ

 は     自
じ

分
ぶん

 の 息
むす

子
こ

      ほど の

歳
とし

 の          若
わか

者
もの

        でした。

この 日
ひ

 の 朝
あさ

、          直
なお

実
ざね

 は     息
むす

子
こ

 の    負
ふ

傷
しょう

            で

動
どう

揺
よう

 して     い ま した。         この 若
わか

者
もの

 が            命
いのち

 を

落
お

とせ           ば、         親
おや

 は       どれ ほど       悲
かな

しむ か が

痛
いた

い ように         わかり ます。

若
わか

者
もの

 を       助
たす

けて     やりたい      が、   この 状
じょう

況
きょう

 で

逃
に

げ 切
き

る のは         不
ふ

可
か

能
のう

 と        判
はん

断
だん

 し、       直
なお

実
ざね

 は 

泣
な

く泣
な

く                    討
う

ち 取
と

り ました。            その こと を

悔
く

やんだ         直
なお

実
ざね

 は、    その 後
ご

     仏
ぶつ

門
もん

 に           入
はい

り、

敦
あつ

盛
もり

             を            供
く

養
よう

 し ます。

7. Naozane said, “You are a man of valor to challenge me. Tell 
me your name.”

10. Wanting to save the young man, but finding it impossible 
to escape under the circumstances, Naozane took him out 
with tears in his eyes. Naozane, who regretted this, later 
joined the Buddhist sect and made offerings to Atsumori.

直
なお

実
ざね

 は      「 私
わたし

       に     挑
いど

む とは     あっぱれ な       奴
やつ

。

名
な

 を           名
な

乗
の

れ」        と 言
い

い ます。

                    his fine armor                                                    and the gold-encrusted

sword                                he carried                        because of                 famous 

  a warlord                   he must be         that            Naozane         thought that

the young warrior     the Heike clan      of         a noble son       Taira no Atsumori  

    was               the young man     who did not give his name       battle              in

to die           it is          a samurai’s           true desire              my                   head

 if you take                  great             a war achievement                   it will be     

              said

Naozane                     immediately                the warrior                   pushed down 

  mounted him and                                 his helmet                           stripped off   

   to his surprise                  the warrior                     his own son                about   

the age of     a young man          was

Naozane                   me            to           challenge          a man of valor      you are 

your name           tell me                            said 

on this particular morning      Naozane           his son’s         injury      because of

        upset                        was                             this young man                    his life   

     lost                    if                    parents                how             sad it would be   is

painfully obvious          he understands

the young man     to save             wanting           but       under the circumstances

          to escape                     it impossible                 finding                     Naozane 

with tears in his eyes                    took him out                                           this   

who regretted           Naozane                   later      the Buddhist sect    joined and

   Atsumori            to                   made offerings

  rippana      bugu   wo   mi   ni       matoi,                                  ougonn     zukushi   no

 tachi    wo              tazusaete     ita       koto                   kara,                 na  no    aru

musha    ni              chigai      nai            to,          naozane  ha           omoi    masu.

naozane  ha                    sugu    ni                  musha   wo                   oshi    taoshite

uma   nori     ni    nari,                             kabuto  wo                          hagi      mashita.

odoroku   koto    ni,            sono   musya   ha        jibunn    no  musuko         hodo   no

toshi no            wakamono          deshita.

naozane  ha          “watashi       ni        idomu    toha               appre        na        yatsu. 

na   wo                 nanore”                  to      ii        masu.      

wakamusya  ha                  heike               no           kikoushi,            taira no  atsumori

  deshita.            wakamono ha                 nanora     zu,                      “ikusa             de 

 shinu          noha             bushi  no             honnmou.          watashi no            kubi wo  

 tore     ba                    ookina                   sennkou                     ni    naru       darou”   

 to         ii mashita.

kono     hi    no  asa                naozane   ha       musuko  no       husyou                   de

douyou     shite          i    ma    shita.                 kono  wakamono ga              inochi  wo

   otose                  ba,                  oya   ha           dore    hodo        kanashimu   ka   ga

   itai      you    ni                wakari     masu.

wakamono wo       tasukete              yaritai              ga,           kono       jyoukyou     de

 nige      kiru      noha              hukanou     to           hanndann shi,             naozane  ha 

  nakunaku                               uchi      tori       mashita.                      sono     koto   wo 

   kuyannda               naozane  ha,            sono   go      butsumonn ni                hairi,

atsumori                wo                 kuyou    shi masu.
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